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＜要旨＞

大災害による思春期の子どもたちのﾄﾗウマ体験は,災害後に心的外傷後ストレスとして知られている困難を継続させる

可能性があることを先行研究は示している。

東日本大震災で被災した子どもたちは,命の脅威にさらされ,その後も被災生活を送る中で,自分たちの生きる意味や

死について考える機会が多かったと推察する。

東日本大震災発生から1年4か月が経過した時,被災地の高校1年生を対象に「生と性」をテーマに保健講話する

機会を得た。

講話後のアンケートにおいて,対象者は「生とは｣,｢性とは｣,｢生きるとは」，「死とは」の4つの項目の問いかけに対し，

心に思い浮かべる像や情景を自由記載した。自由記載に記された言葉から得られたそれぞれの内容を狭義のKJ法で図

解化し,考察した。図解化の結果,彼らが,有限性の命の重みを大切にしながら,豊かな人生やより良い生き方を追求し

ながら,自分らしい生き方や人生を送りたいという思いが表れていること力塀釈できた。

被災経験は,対象者自身,そして身近な人々 の多くの命が危険にさらされたﾄﾗウマ体験であるが,被災を経験した子ど

もたちは,生きている意味を考え，「より良く生きなければ」という意識を強く持っていることが明らかとなった。

<Abstract>

Previousresearchindicatedthatadolescentwhoexperiencesadisastermaydevelopongoingdifficulties

knownasposttraumaticstressdisorder(PTSD)inpost-disaster.

Thisexposuretoadisastercanbeanextremelytraumaticexperienceoncethec皿drenbecomeadults

TheGreatEastJapanEarthquakethreatenedthelivesofchildrenanditpresumablyprovidednumerous

opportunitiesforchildrentoponderdeathandthemeaningoftheirownliveswhiletheywerelivingin

shelters.

AyearandfourmonthsaftertheGreatEastJapanEarthquake,Ihadtheopportunitytogivealecture

onhealthonthespecifictopicof"lifeandsexuality"tohighschoolfreshmeninanareastrickenbythe

earthquake.

Asurveywasconductedafterthelecture.Respondentswereaskedtogiveopen-endedanswersto4

questions,"Whatislife?","Whatissexuality?","Whatisliving?",and"Whatisdeath?",andresponsestothose

questionsdescribedthescenesandimagesthateachtermconjuredup.
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Itookthevariouscontentsgainedbythefreely-postedwordsanddiagramedthemwithintheconfines

ofthe幻method,examningthem,Fmmthediagram,Iwasabletoascertainthatthey,w皿evaluingthf

importanceoflife'sfiniteness,andpursuingaricherlifeandbetterlifestyle,wishtolivewithindividuality

Intheirexperienceasdisastervictims,thesubjectsandthosearoundthembeingsubjectedtodangei

hasinflictedtrauma,howeveritisclearthatthechildrenwhoexperiencedthedisastercontemplatethe

meaningoftheirlives,andhaveastrongwillthattheymustimprovetheirownlives.
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I･緒言

大災害による思春期の子どもたちのトラウマ体験は

災後の発達段階において人格形成や成長発達にも影

響を及ぼすことが先行研究によって述べられている。

災害を経験した思春期を対象とした先行研究

(2000）’)~4)は,Post-TraumaticStressDisorder

(=以後PTSDと記す）を重症化させるリスクは震

災経験前の家族関係,災害に対する主観的認識か

影響要因であることを示し,災害後のPTSDの回復

過程が,震災後の生活への適応,ライフイベント,社

会支援の享受と関連する事を示している。また,災

害で命を脅かされる経験をした子どもの衝撃は長期

にわたり心理に影響を与えることが国内外で明らか

にされている5)6)7)。さらに,震災後の生活への適

応過程で'思春期の子どもたちの中には,無防備で

危険な性行動をとる傾向を示し,性に対する支援の

必要性について示されてきた（有園(2008))。

アメリカ国立PTSDセンターの｢サイコロジカル.ファー

ストｴｲド」（2006）9)は,外傷性悲嘆に関連した対

応の中で,思春期の子どもの無防備で危険な性行

動に対する危険性を理解した上での支援の必要性

を示している。

すなわち,災害などの命を脅かされる経験をした子

どものPTSDを長期化させないためには，子どもα

リスク要因を把握し,早期から生活に適応できるよう

な支援とともに,命や性に関する健全な捉え方が仕

来るような長期にわたる支援が必要である。

我々は,東日本大震災から震災復旧復興期の瀞

穏期・準備期に入った1年4か月後、被災地であ

るM県K高等学校より依頼を受け,被災地におj

る高校1年生を対象に①妊娠と避妊,②出産と中絶

③性感染症,④ドﾒｽﾃｨｯｸパｲｵﾚﾝｽを含む内君

で構成した講話を実施する機会を得た。

講話を実施するにあたり,対象者が生や死、性に

ついてどのような想いを持っているかを確認するたぱ

に,講話後にアンケートを実施し,そこからから見え

た対象者らの想いやその言葉の意味を考察した。

本研究は,トラウマ体験を経験した1年後の子ど《

たちの想いと，トラウマ体験をした子どもたちへの支

援について検討することを目的としている。

Ⅱ、研究方法

2011年3月11日に発生した東日本大震災発生から

1年4か月後に被災地区での支援活動の一環として

高校生に対して保健講話活動「生と性」を実施した。

講話は1限目の40分間行い,講話後,午後や放

課後に無記名によるアンケートを行った。

対象者は,M県の被災地区である高等学校1年

生121名，そのうち114名から回答が得られ,回収

率は94.2％であった。

アンケートの内容は,対象者がイメージする｢生とは」

｢死とは」「性とは」「生きるとは」の4項目につv

て自由記載のアンケートを実施した。

4項目は,平成8年、あしなが育英会震災遺児家

庭に対するインタビュー意識調査（1997）’0)の結果

から,被災した子どもたちから，「人生の意味を考え
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2）アンケートは,匿名性の保護のために無記名で実

施した。

3）実施施設の学校長及び養護教諭に対し,活動報

告として発表することを口頭にて説明し,同意を得

た後に書面でも本報告についての同意を得た。

る様になった」「生と死についてまじめに考える様に

なった」という回答が得られたこと，内見ら(2010)

'1)が,「危機的状況を上手く切り抜けたことで危機が

その人の成長する機会となったことを示唆している」

と危機状況において健康的な解決策を採用した場

合の成長促進可能性について指摘している。また，

震災後の生活への適応過程で,思春期の子どもたち

の中には，無防備で危険な性行動をとる傾向がある

ことを示唆した(有園(2008)8)）ことから,｢生｣,｢死」

｢性」「生きる」について概念構築を行った。

アンケートを配布する際は任意のアンケートであるこ

とを伝え実施した。

各担任の教員より配布されたアンケート用紙に自由

記載し,郵送回収した。

その後,アンケートの文言をラベル化し,狭義の

幻法によってラベル群を図解化し,対象者らの想い

を構造化して考察を加えた。

図解は，質問項目ごとにラベル群をKJ法図解化し，

4つの図解を作成し，考察を行った。図解の考察につ

いては,信頼性を高めるために,母性看護学を専門領

域とする筆者と教育学を専門領域とする2名の研究者

でそれぞれ考察･検討し,同意を得るまで討議した。

尚、本論中において，「命」と「いのち」という

言葉が出てくるが,「命」は先行研究を引用の際に

用いた場合や生物学的な表現を行う際に漢字を使

用し，「人生」や「生活」としての意味合いで使用

する場合はひらがなを使用した。

Ⅲ、倫理的配慮

1）本活動と,本活動に対する報告は,研究者が所

属する大学の倫理委員会の承認を得て行われた。

Ⅳ、結果

1.各m法図解における構造化について

講話後のアンケートは,それぞれの項目において．

筆者が経験した講話後のアンケートの中では,今まで

には見受けられなかった命や生,性に対する感銘深

い言葉や,「より良く生きなければ」という想いが様々

な表現によって記述されていた。

それぞれのアンケート内容は,狭義の幻法におけ

るグループ編成を経て,いずれの図解もラベル群は

10個以内のグループ（島）に統合されている。全

体感を把握しつつ,島相互の関係を考慮して配置し，

各島には「シンボルマーク」と呼ばれる概念を与え

て島同士の関係を図1で示す関係線で図示した。

図解の中で,表札ラベルに表示されている「①｣，

｢②」という数字は,ラベル作成段階を表示したも

のであり，「.」という表示は「一匹狼」と呼ばれ，

各段階のラベル作成の際にグループに属さなかった

1枚,もしくは1組だけを表示したものである。

2.「生とは」（図2参照）

「生｣を受けることは,理屈を超えた【奇跡】の【縁】

があったからこそ,親に授けられ,母を媒介としてこ

の世に産まれることができた。この瞬間は,ポジティ

ブな【感動の源】として周囲の人々を喜ばせる出来

事である。

■■ロ：関係あり

口：原因・結果

〆：互いに反発している
㈲：相互関係あり

、側雛ぅ…

図1関係線
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体が生きること

生物が生きること
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生そのものを「大切なこと」と位置づけ,生物とし

て【生命が存在する原点】であることや,まさに自

分が【他でもなく人間に】産まれてきた【意味】を

考える中で,自らの経験の中で,生の価値やその根

拠に【疑念】を覚えることもある。

しかし,大災害を生き抜き,｢今を生きる」自分たちが，

震災という脅威の出来事を乗り越え,【自分を活かす】

【豊かな人生を】送りたいという望みが表れた図解

となった。

3.「死とは」（図3－1，図3.2参照）

生きている限り【未知】なるものであるが,生命体

としてこの世に存在する限り【不可避】なものであり．

誰にでも平等に訪れる。

それは,個体の存在が【有から無へ】移行するこ

とを意味しており,有限性の期間の終わりだと認識す

るがゆえに,そこには不安や恐怖などのネガティブな

【沸き起こる感情】が伴うことが多い。また,死を【次

の生,世界】への通過点としても考えられており,｢死

があればこそ生の意味を大切にするべき」といった

死の【重い意味】を受け止め,産まれたことに感謝

する機会であると認識している。

しかし,震災によって起こった死は,いとも簡単に【奪

われる意義】として,｢あっけなさ｣や｢運がつきる｣｢人

に忘れられる」といった人生を全うできないことに対

する不条理感が表れていた。これは,どんなに一生

懸命に生きていたとしても,大災害を前に人間は無

力であり,いのちは簡単に奪われてしまうものである。

しかし,それが故に,人工妊娠中絶や自死などの

自ら命を絶つことを選択する軽はずみな行動をする

べきではないと表した言葉は,身近に命の意義の喪

失を経験した対象者特有の想いが表現された図解

となった。

4.「性とは」（図4参照）

「性｣という概念は表現が難しく,【複雑】である｡【一

生を通じて】向き合い,関わっていかなければならな

いものである。

性行為としてみると,人が【誕生するための生殖

のベース】であるが,心や身体で感じる【快の部分

と影の部分】のように望まない妊娠や性感染症の催

患というリスクを併せ持つ行為であり，自他を大切に

してその行動に【責任】を持たなくてはならない。

また,【性差】の存在を重く受け止めればこそ,【互

いの心が生きる】ために他者性を意識した円滑な関

係性を築き,自分らしい（【固有性】）生き方をも問

い直そうとしていることが表れた図解となった。

5.「生きるとは」（図5参照）

夢をかなえるために，自分たちが目指す場所に向

かって前向きに乗り越えていくプロセスであるが,【望

みと現実のはざま】で挑戦･苦楽･葛藤を味わう。

しかし，自分たちが成長する上で,さまざまな経験の

積み重ねがステップとなり心身ともに成長することがで

きる（【成長へのステップ】)。

生命の営みは,生きている限りすべての生物が当

然のようにおこなっているが,震災によって多くの死に

直面したからこそ改めて【有限性】の認識をベース

として「今,ここにいる」すべてを【｢奇跡」と（し

ての）感受】し,命そのものだけでなく,日々 の生活，

自分の人生を大切にして,いかに自分らしく，他者と

共存しながらよりよく生きていくか,その追求への想い

が表れた図解となった。

V.考察

本報告では，「生とは｣，「性とは｣，「死とは｣，「生

きるとは」という4つの項目について,被災経験をし

た対象者がどのように捉えているのかを知るために

調査を行った。

その結果，「生とは｣，「性とは｣，「死とは｣，「生き

るとは」の4つの図解を読み取った結果,それぞれ

の図解に共通して表現されていたラベルや島の表札

が記されていた。

その内容は，「命には限りがあること」の他に,自

分の存在や固有性について，「自分らしく」生きるこ

とへの表現,そして｢命を堪能｣や｢共存と幸の追求」

といった島からも受け取れるように，「より良く生きる」

ことを追求する内容であった。

このことから,4つの図解を総合した結果，「有限

の生」を「自分らしく」「より良く生きたい」という想

いを持っていることが明らかとなり,4つの項目には関

係性があることが見出された。各図解が示す内容に

ついて考察する。

1．「生とは」

思春期の発達過程の特徴は,自分という存在全体
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の中に自らを見つめ,価値観を確立していく時期であ

る。これは，主観的に自らの生きる意味を考え,自分と

いう存在は何者かを問い,考える時期であると言える。

しかし,対象者らは,生きる意味において，「死者

を代償にして生きている」と,生存したことに対する

自責を表現していた。

内見ら(2010)">は，阪神一淡路大震災に関する研

究の中で重要他者の喪失体験は,思春期以降では

感情の抑圧や否認といった反応がみられ,自責．後

悔などの表現が特徴的であると述べている。被災体

験は,多くの死に直面したことや環境の喪失体験から

自責の想いや「生の価値」について疑念を抱かず

にはいられない想いが表れていると考察する。

UdwinOら(2000)"は,震災後の初期の段階では

ライフイベントと社会的支援との関連が非常に大きく，

PTSDの発症とその重症化には,災害規模の大きさ

や命の脅威が強い場合,数か月後に不安レベルか

顕著に高くなることが予測されると述べ,災害後の思

春期における子どもたちへの支援については,命の

脅威や命についての想いを子どもたちが自由に表現

できるような機会を設ける事が必要であると考える。

また'対象者は,生を受けることは奇跡の瞬間であ

ると言い，「今,ここに生きている」という奇跡を起こ

している自分たちが,被災体験を乗り越え，自分らし

く，より豊かな人生を歩んでいきたいという願いを表

現していた。城谷ら(2013)̂ は，「困難な状況でも

前向きな認知を持つことは抑うつ症状の回復に重要

な項目である」と述べ,子どもたちが生活や命に対

し,前向きに,健全に捉えられるような支援の継続か

重要であると考える。

2.「死とは」

対象者は,死を,生きている限り決して経験するこ

とはないが,この世に生を受けた以上避けることはて

きないものであり，「怖い」「つらい｣，「悲しみ｣，「苦

しみ」といった感情が表現されていた。

丹下(2004)̂ は,死に対する態度の発達の変ｲﾋ

について，「児童期前半に死の概念が成立するとと｛

に人は死を襲えるようになり，青年期から死に対す層

恐怖が増加する」と述べ,小松(2000)">は,青年

期の死の捉え方の研究において,高校生は死を「慾

しい」と情緒的な反応をしても「別れ」と捉えるも'

は少なく，「いなくなる,無になる」という捉え方であり

日本の現代青年が感じている死の悲哀は，自己の存

在の消滅に向けられたものが強いと述べている。

対象者の図解は,同様に死を【未知】なるものと

して情緒的な反応を示し，【有から無へ】という事象

として捉えおり，丹下（2004)，小松(2000)の提言と

一致した。

しかし，対象者は，【次の生,世界】へとつながる

通過点とし,死者と「あの世」で再会するための区

切りと捉えているようにも示され,この「輪廻」思想

ともいえる観念的な表現は,大震災によって自分のい

のちの脅威だけでなく，あまりにも多くの悲‘惨な死に

直面せざるを得なかった彼らが,死者を尊重し,心

に留め,再会を切望している表現とみることができた。

しかし，山本,岡本(2009)Rは,青年期の死の捉

え方において,身近な人間の死は,ただ身近に死を

感じるだけでなく,いずれは自身に起こることを想定し

自分の行動や考えを変化させる前向きな変化が起こ

る教育機能を持つと述べている。この主張と同様に

対象者は，「今,ここ」に生きる意味や与えられた生

の役割,いのちに対する軽率な行動を慎むべきであ

るといった,いのちの大切さを認識する表現がなされ

ていた。そして，いのちの脅威にさらされ,多くの死

に直面した対象者は'その経験から生の意味や自分

の生き方に対する問いをそれぞれが自らに向け,生

存した自分の使命として「より良く豊かな人生を」送

るために懸命に生きなくてはいけないと客観的に自己

を表現していた。

しかし，災害を経験した子どもたちの先行研究では

被災経験は長期間に渡り，思春期の子どもたちの瀧

神的健康への影響として,抑うつ,不安,薬物乱用

集中力や学習の低下,睡眠に障害をもたらすこと力

明らかになっており帥～印,被災経験や死に直面した

経験を前向きに変化させるためには,生活やいのセ

に対して健全な捉え方が出来るような支援を継続L

て行う必要があると考える。

3.「性とは」

対象者は，「性」について，「人間が一生を通じて

付き合うセクシユアリテイの問題は多岐にわたり対勇

者らはその概念は非常に複雑で,表現が難しいもα

である』と表現している。
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｢今,ここに生きているという現実が奇跡」と表現し

ている。このような表現から,いかに生きるべきかと自

問する姿勢,生活や人生を大切に生きていかなけれ

ばいけないという想いの表現は，山本，岡本が述べ

る意見と一致しており,被災経験をした対象者ならで

はの想いが表現されていると考えた。

社会的な性としてだけでなく，「性行為」として性

を見ると動物の本能としての生殖行為と,人間関係

が持つコミュニケーションとしての性行為がある。そ

の中で'より豊かに人生を生きるために,自分自身の

在り方や生き方'健全な他者との関係性構築への

想いに対する蓋恥や性衝動に対して,表現すること

の難しさや感情抑制があり,対象者らの表現からは，

今後予測される性行動を特徴づける共通点を見出

すことは困難であった。、

有薗(2008)6)やアメリカ国立PTSDセンターのガ

イドラインである「サイコロジカル・ファーストｴｲド」7）

は,震災後の生活の適応過程で,思春期の子どもた

ちの中には災害後に心理的に不安定な状態から無

防備な性行動を取ることがあり,性に対する支援の

必要性を示唆しており，「性」に対する認識や性行

動への影響や変化を観察する必要がある。

さらに,健全な性の捉え方が出来ることや,危険な

性行動を回避するための選択ができるように,機会を

設け,発達段階に応じた性に対する正しい知識を提

供することが重要であると考える。

4.「生きるとは」

対象者らは，『目標や夢をかなえるために，自分た

ちが目指す場所に向かって進んでいくプロセスであり，

自分たちが成長するうえで様々な経験の積み重ねが

成長につながる」と表現している。

長谷川(2013)̂ は,大災害などの生命の危機に

直面するトラウマティックな体験をした後にPTSDを

発症する人がいる一方で困難な状況からその壁を

乗り越え，成長していく「心的外傷後成長(Post

TraumaticGrouth:以後PTGと略す)」を遂げる

人々がいると述べている。対象者の表現はネガティ

ブな経験も成長へのステップであると前向きに捉えて

おり,一致した状況を示している。

また，山本,岡本(2009)16)は,身近な人の死に接

することは，それ自体が教育機能を持ち，自分の生

き方を変えていく契機になると述べており,更に，「生

きること」への姿勢は,死別,病,事故に関わらず，

大きな影響を受けると述べている。そして，「生きる」

という進行形について,対象者は，「生命の営みは，

いのちの継承も含めて生きている限りすべて有限性

のものである」と認識している。そして,生命の誕生，

Ⅵ．まとめ

結果より，「生とは｣，「死とは｣，「性とは｣，「生きる

とは」という4つの項目から,対象者らは,それぞれ

の項目がお互いに関係性を持ち,発達段階に応じた

認知反応を示すとともに,被災経験者特有の反応を

示していることを見出した。

被災経験をした思春期にある子どもたちには,家

庭環境や生育歴,教育によっても主観的な認識は

異なり,成長発達への影響はさまざまであることから，

子どもたちの個別の背景を理解した上での支援は非

常に重要である。

また、長期間に渡り，いのちや生活,性に対する

健全な捉え方が出来るような知識の提供と共に,家

族支援や様々な場面で,子どもたちの想いを表出す

る機会を設けるなどの支援を継続して行うことが必

要である。

本報告において実施した調査は保健講話後で

あったために,講話が与えた影響は否定できない。

今後も,思春期の被災経験者の生や死に対する想

いに対し,文化,社会的文脈の中で,継続的に言葉

を捉え,彼らの生きるフィールドの中で理解しようとす

る試みは,本質的かつ具体的な支援の必要性を見

いだすために重要であると考える。

また,本報告の結果から,被災経験というネガティ

ブな体験を通して,思春期の子どもたちが困難な状

況に立ち向かう力を身に付けているボジﾃｨプな側面

についても明らかにする必要性を認識した。
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